
ステューデント・ウィーク

今年度の主題聖句

私たちは、見えるものではなく、見えないものに目を注ぎます。
　 見えるものは一時的であり、見えないものは永遠に存続するからです。

（コリントの信徒への手紙  二  第4章18節）
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来週はステューデント・ウィークです。ステューデント・ウィークでは、青山・相模原の
両キャンパスにおけるすべての礼拝でクリスチャンの学生が証詞をします。証詞とは、その人が
いつどのようにキリスト教に出会い、信仰を持つように至ったのか、キリスト教に出会う前と
後ではその人の人生観や生き方はどのように変わったのかについて、自分自身の言葉で語り
伝えることをいいます。
またオルガニスト養成講座を受講する学生が礼拝奏楽の奉仕をします。
ぜひ礼拝堂にお越しください。

ステューデント・ウィーク

　日　時　１２月１日（金）１６時４０分～（５時限目は１７時２０分から）5時限目の授業を短縮して行います｡
　場　所　青山キャンパス　ガウチャー記念礼拝堂前
　　　　　相模原キャンパス　ウェスレー･チャペル前
　イエス・キリストの降誕を待望する「待降節」を期して、各キャンパスのクリスマス・ツリーに灯をともします｡

青山学院クリスマス・ツリー点火祭　～降誕を待ち望む礼拝～

　日　時　１２月２日（土）  １４時００分～
　場　所　相模原キャンパス　ウェスレー･チャペル
　指　揮　大井　哲也　　管弦楽　Händel Chamber Orchestra
　合　唱　青山学院オラトリオ・ソサエティ OBOG会合唱団
　入場無料

メサイア演奏会  ～チャリティ・コンサート～

　アドヴェントは「到来」を意味し、クリスマスに先立つ四週間、主イエス・キリストの誕生日

を迎える心の準備をする時です。この期間、聖壇のオルタークロスと礼拝週報の印刷は紫色

となります。この色は悔い改めを表しています。

待降節（アドヴェント＝Ａｄｖｅｎｔ）

ゴスペル・クワイア
　日　程　１２月９日（土） １７時００分～　　 場　所　ガウチャー記念礼拝堂

ハンドベル・クワイア
　日　程　１２月１６日（土） １６時３０分～　 場　所　ガウチャー記念礼拝堂

聖 歌 隊
　日　程　１２月２３日（土） １５時００分～　 場　所　ガウチャー記念礼拝堂

クリスマス・コンサートのお知らせ

　関東大震災からの復興の陰に、米国のメソ

ジスト教会員から寄せられた多大の援助があり

ました。それは心からの思いやりに満ちたもの

で、大人は一人1ドル、青年は25セント、日曜

学校生徒は10セントという基準で献げられた

ものでした。その支えもあって復興事業も着々と進み、1925年には青山女学院

校舎（旧高等部北校舎）が完成し、翌年には高等学部校舎（現大学1号館）、中学部

校舎（現大学2号館）等が次々と建てられた

のでした。これと平行して学院の制度的充実も

めざましく、高等学部実業科卒業生には実業

教員無試験検定が認可され、高等学部には

当時の高等学校、大学予科同等の資格が与え

られ、高等試験予備試験も免除されるように

なりました。

青山学院の歩み［27］
苦難を越えて

青山女学院校舎

青山学院大講堂



今週の聖句
解説：いよいよ来週からクリスマス・シーズンです。一年で最も夜が長いこの時期は、闇の暗さがひとしお身に染みることもあります。でも闇が深いほど、光を発見する
喜びにも格別なものがあります。光にも様々な色合いがあります。白くて冷たい光を浴びせられると、心が痛くなることがあります。でもイエス・キリストがもたらした光は、
神の愛で私たちの心を暖める温熱効果抜群の光です。すべての人を照らす希望の光、まことの光なのです。

「まことの光があった。その光は世に来て、すべての人を照らすのである。」（ヨハネによる福音書  第1章9節）

青山キャンパス／ガウチャー記念礼拝堂 夕礼拝／短大礼拝堂
（月～金・10時30分～11時）

相模原キャンパス／ウェスレー・チャペル
（月～金・10時30分～11時） （火・18時30分～19時）

司会　David Reedy
証詞　林　　優芽
　　　 （社会情報学部3年）

11月27日（月）11月27日（月） 11月28日（火） 11月29日（水）
夕礼拝

11月30日（木） 12月1日（金）11月30日（木）

11月28日（火） 11月28日（火）

11月29日（水） 12月1日（金）

前　奏
招　詞
讃美歌
聖　書

証　詞
祈　祷
頌　栄
祝　祷
後　奏

 奏楽　鷺　　晶子

（茶色） 501
申命記 31：6
　　　　（旧315頁）

「信頼する」

（茶色） 542

司式　福嶋　裕子
証詞　久保田　瞳
　　  （地球社会共生学部3年）

前　奏
　
招　詞
讃美歌
聖　書

証　詞

祈　祷
頌　栄
祝　祷
後　奏

 奏楽　国2 西田 美結
 　　　坂戸　真美
　
（茶色） 79
マタイ 22：37～40
　　　　  （新43頁）
「聖人的生き方ノ
　　　　　  ススメ」

（茶色） 541

司式　藤原　淳賀
証詞　菊池　直人
　　　 （理工学部2年）

司式　髙砂　民宣
証詞　牛島　大稀
　　　 （経営学部3年）

前　奏
招　詞
讃美歌
聖　書

証　詞
祈　祷
頌　栄
祝　祷
後　奏

 奏楽　身﨑真理子

（灰色） 484
ヨハネ 3：16
　　　　（新164頁）

「私が感じた神様の愛」

（灰色） 25

 奏楽　営3 久保内祈力
 　　　教2 香西　愛
 　　　越川伊豆美
　
（茶色） 312
ルカ 9：51～56
　　　　（新122頁）
「雷の子のような私に」

（茶色） 540

司式　島田　由紀
証詞　矢口　朝香
　　　 （教育人間科学部4年）

前　奏

招　詞
讃美歌
聖　書

証　詞
祈　祷
頌　栄
祝　祷
後　奏

 奏楽　文1 比嘉 珠佑
 　　　徳田　佑子
　
（灰色） 469
Ⅱコリント 12：9,10
　　　　（新333頁）

「私にあるもの」

（灰色） 29

前　奏
　
招　詞
讃美歌
聖　書

証　詞
祈　祷
頌　栄
祝　祷
後　奏

司式　左近　　豊
証詞　蓮田　莉子
　　  （国際政治経済学部4年）

 奏楽　文4 浅利 航希
 　　　松浦　光子
　
（茶色） 461
ローマ 12：15
　　　　（新286頁）
「喜ぶ人と共に喜び
    泣く人と共に泣く」

（茶色） 539

前　奏
　
招　詞
讃美歌
聖　書

証　詞

祈　祷
頌　栄
祝　祷
後　奏

前　奏

招　詞
讃美歌
聖　書

証　詞

祈　祷
頌　栄
祝　祷
後　奏

  奏楽  文3 濱登日花里
 　　 文博後 今井 朋子
 　　　坂戸　真美　
（灰色） 351（2,3節）
イザヤ 55：7～9
　　　 （旧1137頁）
「神様の御思いは、
　人の思いより高い！」

（灰色） 24

司式　八木　隆之
証詞　金子　実樹
　　　  （法学部4年）

コンテンポラリー礼拝 司式　吉岡　康子
証詞　浅野　大輝
　　　 （経済学部4年）

前　奏
　
招　詞
讃美歌
聖　書

証　詞
祈　祷
頌　栄
祝　祷
後　奏

 奏楽　理2 谷藤 明莉
 　　　徳田　佑子
　
（灰色） 7（1,3,5節）
コヘレト 3：11
　　　 （旧1022頁）

「神の手に委ねる」

（灰色） 26

司式　大宮　　謙
証詞　冨澤　佑人
　　　 （社会情報学部4年）

前　奏
　
招　詞
讃美歌
聖　書

証　詞

祈　祷
頌　栄
祝　祷
後　奏

 奏楽 コミュ3 居郷陽世莉
 　　　堀井美和子
　
（灰色） 493
ルカ 11：9,10
　　　　（新126頁）
「どうか
　  貴方だけの道を」

（灰色） 27

前　奏
　
招　詞
讃美歌
聖　書

証　詞
祈　祷
頌　栄
祝　祷
後　奏

 奏楽　地4 横田 詩乃
 　　　堀井美和子
　
（灰色） 453
詩編 73：21～24
　　　　（旧891頁）

「神様にゆだねます」

（灰色） 24

聖書（旧）：旧約聖書
聖書（新）：新約聖書　
讃美歌（灰色）:讃美歌21
讃美歌（茶色）：讃美歌・讃美歌第二編

聖　書

証　詞

　　　　ワーシップ・ディレクター

イザヤ 43：4
　　　（旧1115頁）

「恋文～ありのままの
　　　　　　 あなたへ～」

      　　岩田　真悟
　　　（法学部4年）

　　　　塩谷　達也

司式　大宮　　謙
証詞　BARRO JUNIA
　　　　 CARISSE NIETO
　　　  （文学部3年）
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